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『我々の時代に』に隠された
“a pretty good unity”




　HemingwayのIn Our Time （1925） に関して、個々の短編の作品分析の他に中間章のソース、原
稿段階での変更等、テクスト生成過程についても詳細な研究がなされてきている。特に、作者本人
の言及した “a pretty good unity”１を巡ってテクスト全体の構造やパターンが考察され、短編連作
集としての各中間章や各短編の有機的関連性が指摘されている。
　例えば、Keith Carabineも短編集全体としての統一性を指摘し、内容から物語を４つに、
vignettesは５つに分け、その並置による効果を考察している２。Michael S. Reynolds編、Critical 
Essays on Ernest Hemingway’s In Our Time （1983） に収録されたRobert M. Slabey, “The Structure 
of In Our Time”では、中間章について “The basic thematic movement of the chapters of In Our 
Time, therefore, is two folded：the loss of value （I-VIII） and the search for a cord （IX-XIV）, 
concluded with an ironic postscript-picture of decadence and impotence.”と分類され、物語につい
ては “In broad outline, with occasional counterpoint, the fifteen stories trace chronological events 
in the life of one man, Nick Adams. The list below indicates a four-part pattern：A. Nick Adams：
The Young Man；B. The Effects of War；C. The Failure of Marriage；Sports：The Search for a 
Code”３というように４つにパターン化されている。また、Clinton S. Burhansの “The Complex 
Unity of In Our Time”は “vignettes”４=６＋５＋６とする。そして、物語についても内容から分
類して、“As he did with the vignettes, then, Hemingway arranges the stories of In Our Time in a 
subtle and significant structure. From youth to maturity, from innocence to experience, from peace 
to war to peace again, and from America to Europe and back to America, he exposes a central 
consciousness, whatever names he gives it in the different stories, to the basic realities of the world 
and the human condition.”５と考える。他にも、Jackson L. Benson, “Patterns of Connection and 
Their Development in Hemingway’s In Our Time”は、Burhansの考察の補足としながらも、見る
行為が“the central unifying force”であるとし、それを “（1） the act of seeing as overview, and （2） 
the act of seeing as person”６と二分する。さらに、中間章と物語との相互関連について言及しなが
ら、“The women screaming in childbirth” や “unsatisfactory marriage relationships,”そして “the 
death-in-birth”などに分類している。David J. Leigh, S.J.も “In Our Time：The Interchapters as 
Structural Guides to a Psychological Pattern”７でその相互関連性を３つのパーツに分けてさらに検
討している。
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ニック負傷 “a separate peace”
“A Very Short Story”
 戦傷、病院での恋、失恋，行きずりの関係
６’





















サム・カーディネラ処刑の朝（23/9/15），死、無様 “Be a man, my son”
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　『我々の時代に』 は、「序文」に当たると思われる1930年に後付けされた“On the Quai at 
Smyrna”と「後書き」の“L’Envoi”を別とし、また、“Big Two-Hearted River”の１部と２部を
合わせて１つとすると、14の物語と15の中間章から構成される。中間章が15になるのは “Big Two-
Hearted River”が２分割されているためであるが、ここで重要なのは、“Big Two-Hearted River”
が量的に長いからという物理的理由は別にして、なぜ14＋１としたのかという点である。さらに、
Men Without Women （1927） とWinner Take Nothing （1933） 収録の短編数は各14であり、The 










創造し、その “formless”で “empty”な “the wasteland”の “darkness”に１日目に “light”を、
２日目に “waters”を分ける “sky”を、３日目には地と海を、４日目は “seasons”と “days and 
years”を、５日目と６日目には水や空、そして地の生き物を創り、７日目に安息する。エデン
の園にAdamを住まわせ、彼からEveを創るが、二人は禁断の果実を食べてしまい、楽園から追放
される。そのときに神から課された試練は、“I will put enmity between you and the woman, and 
between your offspring and her offspring. He will bruise your head, and you will bruise his heel.”
（３：15） という男女間の “enmity”であり、女には “I will greatly multiply your pain in childbirth. 
In pain you will bear children. Your desire will be for your husband, and he will rule over you.” （３：
16） という運命が下される。
　Adamには、“．．．cursed is the ground for your sake. In toil you will eat of it all the days of your 
life. It will yield thorns and thistles to you；and you will eat the herb of the field. By the sweat of 
your face will you eat bread until you return to the ground, for out of it you were taken. For you are 










Doctor and the Doctor’s Wife”と２′の “Mr. and Mrs. Elliot”は、タイトルや内容が類似してい
ないだろうか。または何らかの共通点があるのではないか。さらに、前半と後半各最後の物語は





半と後半に分かれる1925年までの作者 （またはNick Adams） の人生にとっての14年間にも対応さ
せようとしているのではないか。とすると、15章や “Big Two-Hearted River”の２部には、次の
新たな循環へ出発の暗示や予告といった必然的意味合いがあることになるわけで、発想的にはThe 



















































  その前にStephen CraneのThe Red Badge of Courageに触れておきたい。Henry Fleming という十
代後半の男が南北戦争に志願し、自己の恐怖心や臆病さと葛藤していく物語であるが、勇気を奮
い起こすきっかけとなるのは、上官たちに自分たち新兵が “mule drivers” と侮られているのを立
ち聞きするところである。そして、上官たちへの復讐のために、思い知らせてやろうと馬鹿力を
出し、猪突猛進の奮闘を見せることになる。他方、ヘミングウェイ1930年の改訂版で加えた “On 
the Quai at Smyrna”の最後に、“All those mules with their forelegs broken pushed over into the 
shallow water. It was all a pleasant business. My word yes a most pleasant business”10とあるのは
偶然だろうか。「前足を折られた騾馬」に脚を負傷した作者自身の姿が投影されてはいまいか。そ
















を繰り返すような状況であって果して満足であろうか。また、“My Old Man”が何故 “Big Two-
Hearted River”の前６′の位置を占めるのか、その無様な父親の姿はその説明になるかもしれな
い。さらに、６章の“a separate peace”の無様なNickの姿ととんだお笑い種である“A Very Short 
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saloons”（133） も跡形もなく消えた焼け野原を歩いて釣場に向かう。“He felt he had left 






I sat upon the shore
Fishing, with the arid plain behind me
Shall I at least set my lands in order?
　　　　　　　　. . .
These fragments I have shored against my ruins
Why then Ile fit you. Hieronymo’s mad againe.
Datta.  Dayadhvam. Damyata.
　　　　　　　　　Shantih shantih shantih （423-33）
この箇所を “Big Two-Hearted River”に重ねて “Ｉ”をNickに代えてみると興味深い。“these 
fragments”は、原文では、救いや活力を求める内容の三つの引用句を指すが、ヘミングウェイに
とってはまさに断片的な『我々の時代に』という自作であるのかも知れない。つまり、｢こうした





縁ではない。“In Our Time”というタイトルが、イギリス国教会祈祷書の “give us peace in our 
time, O Lord”に由来するならば、その “give us peace” は “Shantih”の意味に通じる。また、“The 
Doctor and the Doctor’s Wife”で妻が夫に言う “Remember, that he ruleth his spirit is greater than 
he that taketh a city” （25） という聖書からの引用も思い出される。




るし、『我々の時代に』中の “Mr. and Mrs. Elliot”のようなパロディクな話を取り上げてみても、











や “Out of Season”での釣りの失敗を思い返せばわかる。前者では、カットされた部分（“Three 
Shots”）を合わせると、臆病な少年Nickは夜釣りに行って結局何も釣ることなく、ただ夜明けに水
面に飛び跳ねるバスの姿を見るだけで終わり、後者でも釣れず仕舞いで、最後の最後まで持ち越さ
れたことになる。勿論、“The End of Something”でもその仕掛けはするが、途中放棄されている。
となると、最後の次の一節はより深い意味を持つわけで、これまでも多くの研究者が言及してきて
いる。
In the swamp fishing was a tragic adventure. Nick did not want it. He did not want to go 
down the stream any further today. （155） 
「沼地での釣りは悲劇的な冒険だ」として、その日はそれで切りあげる。 そして、“There were 
plenty of days coming when he could fish the swamp”（156）と最後を結ぶ。「難局（スワンプ）で
の釣り」とはどのようなことを指すのであろうか。釣りが創作のメタファーなら、悲劇的な体験
に基づく、悲劇的なまでの努力を強いる、悲劇と呼ぶべき作品に取り組むということになろう。
多分それは自己の戦傷体験に基づく、後のA Farewell to Armsなのではないだろうか。戦場での体











き、Ambrose Menschを見え隠れさせながら同じく14の話からなる ｢シリーズ｣ としてLost in the 
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